
                              

良寛没後 190 周年記念展 

 

『 富 川 潤 一 展 』
新潟県文化祭 2020 参加協賛事業 

●お問い合わせ 

＜国登録有形文化財＞ 

出 雲 崎 町  良 寛 記 念 館 
Th e Ry ok an  M em or ia l Mu se u m  

◎ギャラリートークのご案内 

講  題： 『富川潤一に映った良寛』 

場 所： 良寛記念館展示館 

日 時： ２０２０年１１月２３日（月） 

10:30～11:00 

解 説： 当館館長 

参加費：  無  料 

〒949-4342 

新潟県三島郡出雲崎町大字米田 1 番地 

TEL.0258-78-2370 FAX.0258-78-4748 

URL http://www.ryokan-kinenkan.jp 

2020年 

11/3（ 火 ） ▶1/31（ 日 ） 
●ご利用案内 

開館時間  午前 9 時～午後 5 時 

（入館は午後 4 時 30 分まで） 

休館日  水曜日（祝日の場合は翌日） 

入館料 一般     \400(\300) 

    高校生     \200(\150) 

小・中学生   \100(\ 70) 

※（ ）内は 20 名以上の団体料金 

障がい者手帳をお持ちの方は半額 
＊三館共通割引 

燕市分水良寛史料館、長岡市良寛の里美術館

いずれかの入館券の提示で 100 円割引いた

します。 

～ 良 寛 の こ こ ろ を 描 き 映 し た 画 家 ～ 

当館はバリアフリーを完備しております。補助が必要な方は、スロープ脇のインターホンで係をお呼びください。

多目的トイレは駐車場にございます。 

協賛 全国良寛会  後援 新潟日報社、ＮＳＴ新潟総合テレビ   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

富川潤一はシベリア抑留の過酷な経験から「心に大きな穴が空いた」と話す。その虚無感の中で思い出されたのが、

幼少期に祖母から聞かされた心温まる良寛の逸話であったと話す。そして「良寛のような生き方もある」と知り、どこ

か安心を覚えたと言う。富川が良寛を描き続けたのは、心の「大きな心の穴」を埋めることと、その良寛の絵を見た人

の心も満足して欲しいという願いがあったのだろう。この度、富川画伯のご息女藍子氏より、富川画伯最晩年未公開作

品を含む 23点をご寄贈いただきました。その感謝と画伯の画業を称え『富川潤一展』の開催となりました。 

＜ 国 登 録 有 形 文 化 財 ＞ 

出雲崎町 良寛記念館 
The Ryokan Memorial Museum 
〒949-4342 

新潟県三島郡出雲崎町大字米田 1 番地 

TEL.0258-78-2370 FAX.0258-78-4748 

URL http://www.ryokan-kinenkan.jp 

【電車】長岡駅から信越線柏崎駅乗換え 

越後線出雲崎駅下車出雲崎車庫 

行バス(約 7 分)にて良寛記念館 

前下車、下車後徒歩(約 5 分)  

【バス】長岡駅前発(中永線)出雲崎町車 

庫行(65 分)、柏崎駅発(海岸線) 

出雲崎車庫行(60 分)良寛記念 

館前下車 

【車】北陸自動車道（西山 I.C より約 

15 分、長岡北スマート I.C より 

約 20 分） 

駐車場・大型 2 台/普通車 10台 

○交通のご案内 

〇展示作品 ①『坊主頭の自画像』②『良寛像』

③『うま酒に読書良寛』④『骨（こつ）』 

※表紙『読書良寛―冬夜五合庵―』 

○お問い合せ 

富川 潤一 略歴 

1907 年（明治 40年）新潟県栃尾市（現長岡市）

富川家の長男として生まれる。 

 

1928 年（昭和 3年）中学卒業後に家出し、同じ

新潟県出身の洋画家、安宅安五郎に師事する。 

 

1930 年（昭和 5年）帝国美術院展に初入選する。 

 

1945 年（昭和 20 年）旧満州に出征。終戦後、3

年間のシベリア抑留生活を送る。 

 

1948 年（昭和 23年）抑留から帰還し、代表作の

「市場・浜焼き」シリーズを描き始めるが、虚無

感が晴れることはなかった。美術教師となった頃

から「抑留での心の空白を埋めるため」と、良寛

を描くようになる。 

 

1975 年（昭和 50）紺綬褒章を受章。 

 

1995 年（平成 7）12月 9日に命終。88歳。 

 

日本美術家連盟会員、日展会友、新潟県美術家

連盟名誉会長、新潟光風会名誉会長、新潟県美術

協会名誉会長、全国良寛会参与、新潟良寛会参与

を歴任する。 

当館はバリアフリーを完備しております。補助が必要

な方は、スロープ脇のインターホンで係をお呼びくだ

さい。多目的トイレは駐車場にございます。 

○良寛記念館周辺地図 

②  ①  

③  ④  

－富川画伯弟子の洋画家小山玲子氏より「富川画伯最晩年作品について」－ 

「富川潤一先生の良寛禅師にまつわる作品は晩年になるにつれ、繊細でありがなら奔放雅趣な作品になり、また良寛

禅師は晩年になるほど温かさが増しているように思えます。ゆっくりと向き合いたい作品の数々です」 


